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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第32期
第３四半期
累計期間

第33期
第３四半期
累計期間

第32期

会計期間
自  平成22年４月１日

至  平成22年12月31日

自  平成23年４月１日

至  平成23年12月31日

自  平成22年４月１日

至  平成23年３月31日

売上高 （千円） 39,778,352 47,588,753 53,052,179

経常利益 （千円） 4,007,362 7,564,222 5,432,264

四半期（当期）純利益 （千円） 1,978,762 4,163,168 2,677,466

持分法を適用した場合の
投資利益

（千円） － － －

資本金 （千円） 2,336,771 2,336,771 2,336,771

発行済株式総数 （株） 30,328,318 45,492,477 30,328,318

純資産額 （千円） 15,473,656 19,604,411 16,174,651

総資産額 （千円） 30,492,294 34,318,172 29,982,266

１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） 43.74 92.12 59.20

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） － － －

１株当たり配当額 （円） 6.00 6.00 24.00

自己資本比率 （％） 50.7 57.1 53.9

　 　 　 　 　

　

回次
第32期
第３四半期
会計期間

第33期
第３四半期
会計期間

会計期間
自  平成22年10月１日

至  平成22年12月31日

自  平成23年10月１日

至  平成23年12月31日

１株当たり
四半期純利益金額

（円） 19.37 20.71

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社の重要性が乏しいため記載しておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

４　第１四半期会計期間より、「１株当たり当期純利益に関する会計基準」（企業会計基準第２号　平成22年６月

30日）、「１株当たり当期純利益に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第４号　平成22年６

月30日）及び「１株当たり当期純利益に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第９号　平成22年６月30

日）を適用しております。

当第３四半期会計期間において株式分割を行いましたが、前事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮

定し、１株当たり四半期(当期)純利益を算定しております。
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２ 【事業の内容】

　当第３四半期累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営んでいる事業内容

に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社に異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

　当第３四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載

した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

　

(1)　経営成績の分析

　当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響により厳しい状況が続きました。
企業収益・設備投資は弱い動きとなり、輸出・個人消費は横ばい、生産は持ち直しておりますが、欧州
の政府債務危機やデフレの影響、雇用情勢の悪化懸念が依然残っていることから、景気の先行きは依
然不透明となっております。
眼鏡業界におきましては、企業間の価格競争による単価低下により、市場規模が縮小傾向にある一
方で、デザイン性や機能性の高い商品を志向する動きも出てきております。
このような状況のもと、当社は①人材教育②商品開発③広告戦略④店舗開発に重点的に取り組み、
顧客の利便性・満足度の向上に努め、企業力強化を図ってまいりました。
商品面につきましては、機能性の高いＰＢフレームの開発に注力し、超軽量・超弾性ポリアミド樹
脂フレーム「フリーフィット」、国産のフレックスβチタンフレーム「ゼログラ」に加え、軽さと装
着感にこだわったスポーツ設計の「アイアスリート」を投入しました。また、パソコン用レンズ・熱
に強いレンズ・曇りにくいレンズなど特殊加工の高機能レンズを提供し、顧客の幅広いニーズに対応
しております。
広告面につきましては、レンズ品質と高機能レンズを訴求したＴＶＣＭに岡江久美子氏を、「アイ
アスリート」のＴＶＣＭには松岡修造氏とベッキー氏を起用し、商品の認知度向上に大きな成果をも
たらしました。
店舗展開につきましては、直営での新規出店は「眼鏡市場」39店舗、「アルク」２店舗、直営での退
店は「眼鏡市場」６店舗、「アルク」２店舗でした。ＦＣでの新規出店は「眼鏡市場」25店舗、ＦＣで
の退店は「アルク」１店舗でした。
この結果、売上高47,588百万円（前年同四半期比19.6％増）、営業利益7,481百万円（前年同四半期
比85.1％増）、経常利益7,564百万円（前年同四半期比88.8％増）、四半期純利益4,163百万円（前年
同四半期比110.4％増）となりました。

　

(2)　財政状態の分析

①流動資産

流動資産の残高は14,616百万円（前事業年度末は10,653百万円）で、3,963百万円の増加となって

おります。現金及び預金の増加（3,332百万円）が主な要因であります。

②固定資産

固定資産の残高は19,701百万円（前事業年度末は19,328百万円）で、372百万円の増加となってお

ります。建物の増加（230百万円）が主な要因であります。

③流動負債

流動負債の残高は11,610百万円（前事業年度末は9,708百万円）で、1,901百万円の増加となってお

ります。支払手形及び買掛金の増加（600百万円）、短期借入金の増加（725百万円）、未払法人税等の

増加（618百万円）が主な要因であります。
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④固定負債

固定負債の残高は3,103百万円（前事業年度末は4,099百万円）で、995百万円の減少となっており

ます。社債の減少（220百万円）、長期借入金の減少（745百万円）が主な要因であります。

⑤純資産

純資産の残高は19,604百万円（前事業年度末は16,174百万円）で、3,429百万円の増加となってお

ります。利益剰余金の増加（3,440百万円）が主な要因であります。

　

(3)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

　

(4)　研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①　【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 78,624,000

計 78,624,000

　

②　【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)

(平成23年12月31日)

提出日現在

発行数(株)

(平成24年２月10日)

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 45,492,477 45,492,477
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数は100株で
あります。

計 45,492,477 45,492,477－ －

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

 

(千円)

資本金残高

 

(千円)

資本準備金

増減額

(千円)

資本準備金

残高

(千円)

平成23年10月１日

(注)
15,164,15945,492,477 ─ 2,336,771 ─ 2,667,521

(注) 　平成23年９月30日の株主名簿に記載された株主に対し、所有株式数を１株につき1.5株の割合をもって分割いた

しました。

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

①　【発行済株式】

平成23年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 197,700

完全議決権株式（その他） 普通株式 29,924,600 299,246 －

単元未満株式 普通株式 206,018 － 一単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 　 30,328,318 － －

総株主の議決権 － 299,246 －

(注) １　「単元未満株式」には当社所有の自己株式75株が含まれております。

２　証券保管振替機構名義の株式が、「完全議決権株式（その他）」の欄に2,200株（議決権の数22個）、「単元未

満株式」の欄に98株それぞれ含まれております。

３　当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成23年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

　

②　【自己株式等】

平成23年12月31日現在

所有者の氏名

又は名称
所有者の住所

自己名義

所有株式数

(株)

他人名義

所有株式数

(株)

所有株式数

の合計

(株)

発行済株式

総数に対する所
有株式数の割合

(％)

（自己保有株式）

株式会社メガネトップ
静岡県静岡市葵区伝馬町
８番地の６

197,700　 197,700 0.65

計 － 197,700 － 197,700 0.65
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２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第63号）に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成23年10月１日か

ら平成23年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に係

る四半期財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

　

３　四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号）第５条第

２項により、当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から

みて、当企業集団の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程

度に重要性が乏しいものとして、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

資産基準 0.5％

売上高基準 　　─

利益基準 　　─

利益剰余金基準 　　─

※会社間項目の消去後の数値により算出しております。
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１　【四半期財務諸表】
(1)　【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,867,320 6,199,849

受取手形及び売掛金 1,076,112 ※
 1,409,064

商品及び製品 4,746,981 4,880,925

仕掛品 141,645 166,283

原材料及び貯蔵品 70,736 66,226

その他 1,752,156 1,895,888

貸倒引当金 △1,514 △1,436

流動資産合計 10,653,438 14,616,801

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 6,360,220 6,591,211

その他（純額） 3,969,187 4,054,634

有形固定資産合計 10,329,408 10,645,846

無形固定資産 220,017 248,868

投資その他の資産

敷金及び保証金 7,468,759 7,537,232

その他 1,323,676 1,275,907

貸倒引当金 △13,033 △6,483

投資その他の資産合計 8,779,402 8,806,656

固定資産合計 19,328,827 19,701,371

資産合計 29,982,266 34,318,172

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,282,636 1,883,554

短期借入金 690,800 1,416,700

1年内返済予定の長期借入金 1,780,388 1,200,403

未払法人税等 1,315,603 1,934,537

賞与引当金 810,097 490,296

役員賞与引当金 36,000 33,750

その他 3,792,878 4,650,828

流動負債合計 9,708,403 11,610,070

固定負債

社債 580,000 360,000

長期借入金 2,204,406 1,458,949

役員退職慰労引当金 377,832 408,589

その他 936,972 876,152

固定負債合計 4,099,211 3,103,691

負債合計 13,807,614 14,713,761
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(単位：千円)

前事業年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成23年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,336,771 2,336,771

資本剰余金 2,667,521 2,667,521

利益剰余金 11,300,776 14,740,785

自己株式 △128,479 △134,621

株主資本合計 16,176,588 19,610,456

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △1,937 △6,045

評価・換算差額等合計 △1,937 △6,045

純資産合計 16,174,651 19,604,411

負債純資産合計 29,982,266 34,318,172
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(2)　【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

売上高 39,778,352 47,588,753

売上原価 12,462,348 14,935,558

売上総利益 27,316,004 32,653,194

販売費及び一般管理費

給料及び手当 8,032,647 8,634,275

賞与引当金繰入額 390,267 483,626

役員賞与引当金繰入額 27,000 33,750

役員退職慰労引当金繰入額 25,711 30,756

その他 14,799,449 15,989,628

販売費及び一般管理費合計 23,275,076 25,172,037

営業利益 4,040,927 7,481,157

営業外収益

受取利息 33,058 34,989

受取配当金 1,038 1,032

受取賃貸料 332,287 336,518

その他 51,074 77,019

営業外収益合計 417,459 449,561

営業外費用

支払利息 72,352 52,313

賃貸収入原価 203,332 199,532

為替差損 152,209 78,815

その他 23,129 35,834

営業外費用合計 451,024 366,495

経常利益 4,007,362 7,564,222

特別利益

固定資産売却益 2,835 －

その他 192 －

特別利益合計 3,028 －

特別損失

固定資産除却損 37,250 74,725

減損損失 60,301 85,813

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 250,734 －

その他 64,759 －

特別損失合計 413,044 160,538

税引前四半期純利益 3,597,345 7,403,683

法人税、住民税及び事業税 1,567,469 3,016,940

法人税等調整額 51,113 223,574

法人税等合計 1,618,583 3,240,515

四半期純利益 1,978,762 4,163,168
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

　
当第３四半期累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

 (会計方針の変更)

　第１四半期会計期間より、「１株当たり当期純利益に関する会計基準」（企業会計基準第２号　平成22年６月30

日）、「１株当たり当期純利益に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第４号　平成22年６月30日）

及び「１株当たり当期純利益に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第９号　平成22年６月30日）を適用してお

ります。

　当第３四半期会計期間において株式分割を行いましたが、前事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、

１株当たり四半期純利益を算定しております。

　なお、これによる影響については、「１株当たり情報に関する注記」に記載しております。

　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

　

【追加情報】

　

当第３四半期累計期間

(自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日)

　第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の
訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する
会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

前事業年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成23年12月31日)

―――――――――――――――――――― ※　当四半期会計期間末日満期手形の会計処理について
は、手形交換日をもって決済処理しております。
なお、当四半期会計期間末日が金融機関の休日であっ
たため、次の四半期会計期間末日満期手形が、当四半
期会計期間末残高に含まれております。

 

受取手形 2,210千円

 

　

(四半期損益計算書関係)

該当事項はありません。

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は次のとおりであります。

　

前第３四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

減価償却費 898,471千円減価償却費 877,851千円

　

(株主資本等関係)

前第３四半期累計期間（自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成22年６月24日
　定時株主総会

普通株式 利益剰余金 181,639 6 平成22年３月31日 平成22年６月25日

平成22年11月５日
　　取締役会

普通株式 利益剰余金 180,797 6 平成22年９月30日 平成22年12月10日

　

２  基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

　

当第３四半期累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成23年６月23日
　定時株主総会

普通株式 利益剰余金 542,375 18平成23年３月31日 平成23年６月24日

平成23年11月７日
　　取締役会

普通株式 利益剰余金 180,783 6 平成23年９月30日 平成23年12月12日

　

２  基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(持分法損益等)

関連会社に関する事項

　当社が有している関連会社は、利益基準及び利益剰余金基準からみて重要性の乏しい関連会社である

ため、記載を省略しております。

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

　当社の報告セグメントは、各種眼鏡等の店頭販売のみであり、開示情報としての重要性が乏しいため記

載を省略しております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期累計期間
(自  平成22年４月１日
  至  平成22年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自  平成23年４月１日
  至  平成23年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 43円74銭 92円12銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(千円) 1,978,762 4,163,168

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 1,978,762 4,163,168

普通株式の期中平均株式数(株) 45,240,551 45,195,265

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　当社は、平成23年10月１日付けで普通株式１株につき普通株式1.5株の割合で株式分割を行っております。前事業

年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

　
(会計方針の変更)

　第１四半期会計期間より、「１株当たり当期純利益に関する会計基準」（企業会計基準第２号　平成22年６月30日）、

「１株当たり当期純利益に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第４号　平成22年６月30日）及び「１株

当たり当期純利益に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第９号　平成22年６月30日）を適用しております。この適用

により、当第３四半期会計期間に行った株式分割は、前事業年度の期首に行われたと仮定して１株当たり四半期純利益を

算定しております。

　これらの会計基準等を適用しなかった場合の、前第３四半期累計期間の１株当たり四半期純利益は、以下のとおりです。

　１株当たり四半期純利益金額　65円61銭

　
(重要な後発事象)

　該当事項はありません。
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２ 【その他】

　第33期（平成23年４月１日から平成24年３月31日まで）中間配当については、平成23年11月７日開催

の取締役会において、平成23年９月30日の最終の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配

当を行うことを決議しました。

①配当の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　 180,783千円

②１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　　　６円

③支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　平成23年12月12日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年２月６日

株式会社メガネトップ

  取締役会  御中    

　
 有限責任監査法人トーマツ   

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士   浅　野  裕　史 印

　 　 　

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士   谷  津  良  明印

　 　 　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社メガネトップの平成23年４月１日から平成24年３月31日までの第33期事業年度の第３四半期会計期間
(平成23年10月１日から平成23年12月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成23年４月１日から平成23年12
月31日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期
レビューを行った。

　
四半期財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半
期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期
財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ
る。

　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に
対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当
と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社メガネトップの平成23年12月31日現在の財政
状態及び同日をもって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が
すべての重要な点において認められなかった。

　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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